
  

 

2021年度 公益社団法人北海道社会福祉士会 主催 

障がい者等人権啓発セミナー 案内 

 

１ 研修のねらい  

    平成２８年７月２６日、神奈川県相模原の知的障害者福祉施設にて殺傷事件が発生しました。今なお

多くの方の記憶に残る事件となりましたが、この事件により障がいのある方々とその支援者の命が失わ

れました。 

    この事件をきっかけに、障がいのある方への差別が取り上げられ、メディアや関係団体の間で議論が

繰り返されました。５年が経った今、対策や訓練、法整備等、様々な変化がありましたが、障がいのあ

る方々や支援者の不安が拭えたと言えるでしょうか。 

    今回のセミナーでは、作家の他、格差や貧困など様々な分野で活動されている雨宮処凛先生をお招き

し、相模原殺傷事件についてインタビュー形式でご講演いただきます。雨宮先生は、障がい者のみなら

ず生活困窮者の支援や格差社会の問題にも造詣が深く、この度のコロナ禍でも積極的に社会活動をなさ

れています。 

    事件を振り返り、社会に根付く差別に対して今後どのように向き合っていくべきか。事件から５年が

経過した今、皆様方と今一度考える場を持てればと思います。 

 

２ 日   時  ２０２２年 ２月１１日（金・祝）１３：３０～１５：３０（受付１３：００～） 

 

３ 場   所  オンライン（クラウド型Ｗｅｂ会議システム「Ｚｏｏｍ」を利用） 

          各自のパソコンやスマートフォン、タブレット端末等でアプリケーションをダウンロード 

          し、インターネット回線を通じて、自宅、職場等から参加できます。 

 

４ 主   催  公益社団法人 北海道社会福祉士会 

 

５ プログラム  ２頁をご覧ください（講師略歴も記載しております。） 

 

６ 定   員  ５０名（定員になり次第締め切りますのでその際には、ご了承ください。） 

 

７ 参 加 費  無料（Zoom環境設備・インターネット回線の通信料は参加者負担） 

 

８ 申込期間  ２０２２年 ２月 ８日（火）まで 

 

９ 申込方法  

（１）北海道社会福祉士会ホームページの申込フォームまたは下記の QRコードからお申込みください。申込後

に Googleフォームより受付完了メールが届きますので内容をご確認下さい。 

（２）申込の確認ができた参加申込者へ、事務局より順次連絡先に当日の ZoomURL、ミーティング ID・パスワ 

ードをお知らせします。２０２２年２月９日（水）までにメールが届かない場合は下記の事務局までお問 

い合わせください。  

申込 URL  ⇒ https://forms.gle/3wvJg5EWbAKz2BqS7 

  ◆お問合せ先◆  

公益社団法人 北海道社会福祉士会事務局 （月曜日～金曜日 9時 30分～16時 30分） 

〒０６０-０００２ 札幌市中央区北２条西７丁目 かでる 2.7 4階 

TEL ０１１－２１３－１３１３   FAX ０１１－２１３－１３１４ 

E-mail info@hokkaido-csw.or.jp 

※研修当日（２月１１日）は事務局休日のため、緊急時連絡先をメールにてお知らせします。 

申込 QRコード 

mailto:info@hokkaido-csw.or.jp


 

 

障がい者等人権啓発セミナー 講師とプログラムについて 

 

○講師紹介 ～ 雨宮
あ ま み や

 処凛
か り ん

 様 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○障がい者等人権啓発セミナー プログラム 

時  間 内 容 ・ 講 師 

13：00～13：30  受付  

13：30～13：35  主催者挨拶 

13：35～13：45  オリエンテーション 

13：45～14：45 

[60分] 

講演：「相模原事件から考える、その本質と障がい者支援について」（仮） 

 ※インタビュー形式で進めていきます。 

話し手：雨宮 処凛 様 

聞き手：調整中 

14：45～15：15 

[30分] 
質疑応答 ※参加者との質疑応答も交えながら進めていきます。 

15：15～15:25  閉会の挨拶 

～15：30  アンケート回答 退室（各自） 

※プログラムは変更となる場合があります。 

 

１９７５年、北海道生まれ。作家・活動家。 

 フリーターなどを経て００年、自伝的エッセイ『生き地獄

天国』(太田出版/ちくま文庫)でデビュー。 

 ０６年からは貧困問題に取り組み、『生きさせろ! 難民化す

る若者たち』(０７年、太田出版/ちくま文庫)は JCJ賞(日本ジ

ャーナリスト会議賞)を受賞。 

 

著書 

・『「女子」という呪い』(集英社クリエイティブ) 

・『非正規・単身・アラフォー女性』(光文社新書) 

・『ロスジェネのすべて 格差、貧困「戦争論」』(あけび書房) 

・『この国の不寛容の果てに 相模原事件と私たちの時代』（大

月書店）編著 

・『相模原事件裁判傍聴記 「役に立ちたい」と「障害者ヘイ

ト」のあいだ』(太田出版) など多数。 

 

 ２０２０年以降のコロナ禍では、４月より「新型コロナ災

害緊急アクション」メンバーとして生活困窮者の支援に取り

組む。 

 その活動をまとめた『コロナ禍、貧困の記録 ２０２０年、

この国の底が抜けた』(かもがわ出版)は好評発売中。 


